
茅ヶ崎都市計画地区計画の決定（茅ヶ崎市決定）

都市計画茅ヶ崎一丁目地区地区計画を次のように決定する。

名 称 茅ヶ崎一丁目地区地区計画

位 置 茅ヶ崎市茅ヶ崎一丁目

面 積 約７.０ｈａ

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針

地区計画の目標 本地区は、ＪＲ茅ヶ崎駅の北５００ｍの位置にあり、市役所、市民文化会館、総合体育館及

び研究施設等が集積している。

「茅ヶ崎都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」において、業務地として今後

もその機能の充実を図るとされており、「ちがさき都市マスタープラン」においては、行政・文

化ゾーン、工業・研究開発ゾーンに位置づけ、茅ヶ崎駅周辺の都市拠点の一部として、商業・

業務・サービス機能などの多様な都市機能の集積に努め、行政機能、防災機能の充実を進める

こととしている。

そのため、本地区計画においては、行政、文化及び研究施設等を適正に配置、配分し、業務

地としての機能の充実を図ることを目標とする。

土地利用の方針 地区の特性に応じて３区分し、それぞれ適切な土地利用を図る。

(1）Ａ地区は、主に行政機能を配置し、市民の利便性が高く、安全・安心な暮らしを支える

拠点となる市役所を中心として、高密度利用並びに空間確保を図る。

(2）Ｂ地区は、文化機能を配置し、市民文化の育成、発信のための拠点、文化・生涯学習活

動の拠点としてふさわしい土地利用を図る。

(3）Ｃ地区は、研究機能を配置し、公共性の高いエネルギー供給と環境対策分野に関する研

究の更なる充実を図るよう、主として工業・研究開発の利便を増進する土地利用を誘導す

る。

地区施設の整備の

方針

Ａ地区及びＢ地区は、多数の市民等の利用があることから、車輌、歩行者の動線を考慮した

区画道路、歩道状空地を適正に配置し、交通の円滑化を図る。

建築物等の整備の

方針

各地区の特性に応じて建築物を規制、誘導し、中心市街地にふさわしい景観を創出するため、

建築物等の用途の制限、壁面の位置の制限、建築物等の高さの最高限度、建築物等の形態又は

意匠の制限並びに垣又は柵の構造の制限を定める。

緑化の方針 本地区は、「茅ヶ崎市みどりの基本計画」において、茅ヶ崎駅周辺緑化重点地区内であること

から、既存のみどりを保全し、公共空間及び建築物の敷地において効果的な緑化の推進を図る。



地

区

整

備

計

画

地 区 施 設

の 配 置 及

び規模

施 設 規 模 配 置

道 路 区画道路（幅員１３ｍ～１６ｍ） 延長 約１８０ｍ 計画図表示のとおり

その他の公共空地 歩道状空地（幅員６ｍ） 延長 約１２５ｍ

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項

地区の

名称
Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区

地区の

面積
約２.５ha 約２.１ha 約２.４ha

建築物等の

用途の制限

次の各号に掲げる建築物以

外は、建築してはならない。

(1) 事務所

(2) 税務署、警察署、保健所、

消防署その他これらに類す

るもの

(3) 公会堂、集会場又は展示

場

(4) 図書館

(5) 保育所

(6) 診療所

(7) 巡査派出所、公衆電話所、

路線バスの停留所の上家そ

の他これらに類する公益上

必要な建築物

(8) 店舗又は飲食店

(9) 大学、高等専門学校、専

修学校その他これらに類す

るもの

(10)老人福祉センター、児童

厚生施設その他これらに類

するもの

(11)自動車車庫

(12)ホテル又は旅館

(13)倉庫（倉庫業を営む倉庫

を除く。）

(14)前各号の建築物に附属す

るもの

次の各号に掲げる建築物以

外は、建築してはならない。

(1) 劇場、映画館、演芸場、

観覧場、公会堂、集会場又

は展示場

(2) 事務所

(3) 保育所

(4) 診療所

(5) 巡査派出所、公衆電話所、

路線バスの停留所の上家そ

の他これらに類する公益上

必要な建築物

(6) 店舗又は飲食店

(7) 自動車車庫

(8) 倉庫（倉庫業を営む倉庫

を除く。）

(9) 前各号の建築物に附属す

るもの

次の各号に掲げる建築物以

外は、建築してはならない。

(1) 研究施設

(2) 大学、高等専門学校、専

修学校その他これらに類す

るもの

(3) 事務所

(4) 危険物の貯蔵又は処理に

供するもの

(5) 倉庫

(6) 前各号の建築物に附属す

るもの

壁面の位置の

制限

建築物の外壁又はこれに代

わる柱の面から境界線までの

距離は、地区計画の区域の境

界線から１.５ｍ以上（地盤面

からの高さが２５ｍ以上の部

分又は８階以上の部分にあっ

ては、４ｍ以上）とする。

ただし、道路境界線以外の

境界線からの距離が、この距

離の限度に満たない次のいず

れかに該当する建築物にあっ

ては、この限りではない。

(1) 巡査派出所、公衆電話所、

路線バスの停留所の上家そ

の他これらに類する公益上

必要な建築物

(2) 物置その他これに類する

用途に供し、軒の高さが２.

３ｍ以下であるもの

建築物の外壁又はこれに代

わる柱の面から境界線までの

距離は、県道丸子中山茅ヶ崎

に接する道路境界線から１.

５ｍ以上（地盤面からの高さ

が２５ｍ以上の部分又は８階

以上の部分にあっては、４ｍ

以上）とする。

―



地

区

整

備

計

画

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項

建築物等の高

さの最高限度

建築物の高さの最高限度は、３１ｍとする。 建築物の高さの最高限度

は、３１ｍとする。ただし、

この計画が定められた際現に

存する建築物でその高さが３

１ｍを超える部分を有するも

のの当該部分については、こ

の規定は、適用しない。

建築物等の形

態又は意匠の

制限

建築物の外壁は、原色を用いず、周辺環境との調和に配慮し、落ち着きのある色調とする。

また、広告物・看板等で刺激的な色彩又は装飾を用いることで美観風致を損ねるものは設置

してはならない。

また、Ａ地区及びＢ地区は、「茅ヶ崎駅北口周辺特別景観まちづくり地区」における東海道

街区、行政文化街区に定められていることから、景観に配慮した建築物や屋外広告物のデザイ

ン、みどり豊かなまちかどの創出を行い、賑わい形成を図るとともに、「茅ヶ崎市景観計画」

で定められた地区の景観形成基準に適合するものとする。

垣又は柵の構

造の制限

道路に面する部分に設ける垣又は柵は、管理上必要最低限の範囲とし、生け垣、フェンス等

これらに類する開放性のあるもので美観を損ねるおそれがないものとする。

｢区域は計画図表示のとおり｣


